
【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）t_masuda@kahokurashisha.jp（電話番号）0237-84-0450

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（ECサイト）https://shopping.kahokurashi.com/
（かほくらし社 Instagram）https://www.instagram.com/kahokurashisha/

山形県河北町 増田 武虎 商品開発・販売

【年 齢】
27歳

【出身地】
神奈川県大和市

【転出元】
神奈川県大和市

【前 職】
学生

【活動時期】
R４.４～ R７.３

（１年目）

農業法人に勤めた経験があることから、生産はもちろん、
農家さんをサポートする仕事に興味を持ちました。
知人の付き添いで偶然寄った河北町に興味を持ち移住を決
意しました。
農家さんと密に向き合いながら、産業を中心とした自治体
の復興を目指す地域商社の存在を知り、自分もその一員に
なりたいと感じ、地域おこし協力隊の形で河北町・地域商
社とかかわっていく道を選びました。

町内で就農または地域商社に勤務し、地域産業を活性化す
る。1事業所・農家では開拓できないような販路を拡大す
ることで地域の産業を盛り上げていきたいです。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●かほくイタリア野菜の出荷作業・販路開拓

●ワイン醸造
河北町の新名物商品として“かほくワイン”の商品化・
ブランド化を推し進めています。そのために町内産
ブドウの栽培状況を把握し、ワイナリーとの橋渡し
を行ったり、実際に生産→収穫→仕込→醸造の過程
をすべて把握しマニュアル化することで新規就農者
が参入しやすい環境つくりを目指します。

●河北町のPR
河北町の生産物、特産品を町外の多くの方に知って
いただけるようなイベントに参加し“河北(かほく)町
の魅力”を発信しています。常設の「アンテナショッ
プかほくらし」をはじめ、マルシェや祭りでの出店
にも力を入れています。

河北町農家が10年前からこだわりを持って栽培して
いる“かほくイタリア野菜”をとりまとめ、県内、県外
への出荷を行っています。展示会等多くのシェフや
バイヤーが集まる場所で生産物のPRや営業も精力的
に行っています。
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